
野 市々市がもっと楽しく、暮らしやすいまちと感じられるための

「社会資源」。それらを紹介するための冊子づくりがいよいよ始ま

りました。冊子化にあたり「取材」をするのは、市役所職員と

市民が協働して結成した６つの市民ワーキンググループ。しかし、

「さあ、いざ現場へ！ 取材へ！」といっても、何をどうしたらい

いのでしょうか？　今回は、実際にまちへ出て現場の様子を捉

える際に役立つスキル講座を軸に、チームごとの時間も設け、

取材先の細かな検討や相談などが行われました。

いつもの通り、講師の西上ありささんから振り返りがあったあと

は、メンバー各自に持ち寄ってもらったデジカメを使っての「撮

影講座」。同じくstudio-Lの神庭慎次さんから示されたのは「目

線の先に空間を空ける」「身体と顔の向きが逆になっていると写

真に動きが生まれる」「寄って撮ってみたり、引いて撮ってみた

りする」などなど、ちょっと注意するだけで写真がグッと引き締

まるたくさんの実際的なアドバイス。しかし、神庭さん曰くさらに大事なポイントは、なんと「設定はオートにし

ておくこと」、「とにかく枚数を撮ること！」だとか。なるほど、楽しい活動の現場やインタビュー中の表情など

を逃さず押さえるためには、これが実は一番有効かもしれません。

西上さんからは、お話を聞く際の基本姿勢などについてレクチャーがありました。「正面から向き合うと相手が緊

張してしまう場合があるので、できれば座るのは 90 度の位置で」「時 は々目を合わせて」「言葉にしたり頷いた

りして、しっかり相槌を打つ」「腕組みはなるべく避ける」などなど……。基本的なことほど無意識に行ってしま

うことが多い中、ハッと初心に帰るアドバイスをたくさんいただきました。

そして、その間には「リーダーズ・インテグレーション」のワークも実施。これまでもチームとして話し合いを

重ねてきましたが、ここで改めて牽引役のリーダーを決定し、リーダーとチームがお互いに貢献できることを交わ

すことで、短い時間のなかで急速に結束を固めることができました。

西上 ありさ　神庭 慎次（studio-L）

日時：1月16日 （土）14:30～ 17:00
場所：金沢工業大学23号館１F

年末年始を挟んだ前回のワークショップ。前半は、

流れを思い出す意味も込めてこれまでの振り返り

を行いました。まずはこれまで何度も出てきた「社

会資源」という言葉について。これは、「まちの

中に既にある、暮らしに役立つもの」であり、

単なる物や場所だけでなく制度や人までも含みま

す。これまでのワークショップでは、こうした〈資源〉をチームに分

かれて丁寧に探ってきました。そしてここからは、それらがより有効に

活用されるよう、情報を一元化してみんなに使いやすいかたちにまとめていきます。全国的に見て

も、市民自身が自分たちの目線でまちを見直し、情報を発信するという例はまだほとんどありませ

ん。野々 市モデル、ともいえる活動が始動しました！

4
 この講座では、予防医療や介護、看取り、

地域コミュニティなどの側面から、第一線

で活躍されている方を講師に迎え、参加者

自身がクリエイティブな発想で「人生 90 年

時代」の生き方を考えます。

　第 4 回目のテーマは「まちの資源を探しに

いこう」。これまでのワークショップで挙げら

れた野々 市市にあるさまざまなモノやコト。自

助・互助・共助・公助といった視点から集

められたそれらについて、今度は実際に足を

運び、「取材」を行います。今回はそのため

に必要な写真撮影のコツやインタビューの秘

訣などを学びました。
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スキル講座並行して行われたのは、studio-L の山崎亮さんを交えてのチーム別相談会。自分たちの

チームが目指す方向は？　どんなところに価値を見出しているの？　まだ迷いのあるチームから

しっかりと目的が見えているチームまで、意見を交わしながら視点の整理と方向付けを行いました。

チーム別相談会

山崎さんからのアドバイス
面白い雑誌ができそうです。というのも、人生 90 年時代に市民自身が自

分の暮らしに役立つものを自ら選んで発信するというこのやり方は、実はま

だ他のどの自治体も取り組んでいないからです。この作業を通じて皆さん

自身が自分の健康な将来を考えたり、仲間が出来て一緒に活動するような

きっかけになればと思います。

取材の視点

食事・カフェ

取材先候補

六日町かふぇ、カフェあやめ、石川県立大学学食、

カタツムリ など

運動・外出

取材先候補

野々市市南部・北部ウォーキング、カーブス　など

住居・建設

取材先候補

太平寺カフェ など

介護・リハビリ

取材先候補
ちきそら（デイサービス）、ケアパートナー野々市

（デイサービス）、みのり（小規模多機能ホーム） など

役割・仕事

取材先候補

シルバー人材センター　野菜クラブ（太平寺カフェ）　など

取材先候補

金沢脳神経外科病院、ときわ病院、野々市消防署、

らいふ薬局、やまかわ内科クリニック、平田歯科 など

医療・看護

＼宿題／

2 月下旬以降に、誌面のサンプルが挙がってきます。各チームの

皆さん、ぜひ読み合わせて情報の確認をお願いいたします！

カフェを取材するにあたり「食」にこだわるか、

「場」としての機能にこだわるか。野 市々にはど

ちらの要素もそろっていて悩ましい。

山崎さんのアドバイス

せっかく市民の皆さんが取材に行くのだから、

独自の視点を持って取材先を選んでもいい。野々

市で元気で暮らしていくために役に立つ場所、

という視点で絞り込み、自分たち流のレストラ

ンガイドを作ってよいのでは？

取材の視点

以前作られたウォーキングコースを検証しつつ、

休息スポットやトイレ、危険ゾーンなども洗い出

してみたい。

山崎さんのアドバイス

大事なのはモデルコースを示すことよりも、読ん

だ人が「面白そうだな」「歩いてみようかな」

と思ってくれるような惹きつける要素。自分たち

が実際に歩いてみた体験をそのままレポートにす

るだけでも十分価値がある。体験を共有する誌

面づくりがポイント。

取材の視点

チームメンバーおすすめのデイサービスや小規模

多機能を取材予定。食事が美味しい、サロンの

ようにくつろげる、保育園が併設されているなど。    

山崎さんのアドバイス

情報を率直に伝えることは大切だけれど、「読みた

いな」と思わせる面白さややわらかさをどうしたら

よいかを考えてみると、より魅力的な誌面になる。

例えば、棺桶体験レポートくらいまで行くと、みん

なが興味を持ってくれる。

取材の視点

「住まい」「住居」という概念が今ひとつ絞りき

れず、居場所という意味からコミュニティカフェ

を取材予定。

山崎さんのアドバイス

狭い視点にとらわれず、まち全体に押し広げて

考えてみるのもひとつ。高齢者の行動範囲と言

われる 200ｍ四方にどんな要素があって、どん

な役割を果たしているか。「まち全体で暮らす」

という視点をもつと、変わってくるかも。

取材の視点

地域の中で、なかなか接点を持てないコミュニティ

同士が協働できるような仕組みが必要かどうか？ま

た、地域の中で役割があることをどう評価するか？

山崎さんのアドバイス

読み物としては、「役割があるからこんなにいいこ

とがあった」と結論ありきで作る方が読みやすい。

人生90年時代を迎えて、つながりを作っていくた

めに地域での役割は重要な役目を果たしていくは

ずだから、それをポジティブに発信して、数人で

もアクションが起きるようになれば素晴らしい！

取材の視点

いろいろな施設を取材してみる予定だが、「施設

の紹介」とするのがいいのか「ケースの紹介」

とするのがいいのか迷っている。

山崎さんのアドバイス

記事を「読みたいな」と思わせるためには、話を

聞いた人の人間性のようなものが見えていた方がい

い。せっかく市民自身が取材に行くのだから、施

設の紹介よりも、そこで誰がどんなことを話してくれ

たか、にフォーカスしてみるのは絶対にいいと思う。


